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建築と道の境界
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In these days, an infrastructure building in urban area and the surrounding redevelopments with 
them are increasing extensively.It cause homogenization of the townscape, and it lost culture of 
the site, unique crowd, and the established image of the city as well.I propose you Shimokitazawa 
as an example of the city has a sense of identity, and pick up objects that built the image of there.
Finally, I consider how we can inherit the identities of the city in those conditions in Japan.  
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１ 研究背景
「均質化する都市」
昨今、日本では都市部のインフラ整備、それに伴う周
辺再開発が盛んに行われている。それにより、街並み
は均質化し、場所に根付く文化や独特なにぎわいや街
のイメージがなくなりつつある。その中現在でも、街
のアイデンティティーを強く残している街として、下
北沢を挙げる。そこから、街のイメージを形成するも
のを具体的に抽出する。再開発が盛んに行われる日本
で、それらをどのように継承していくのか考える。
２ 下北沢について
２−１街の構成
下北沢の街は小田急線と井の頭線が Xに交わり、それ
によって分かれたエリアで４つの商店街がある。その
周囲は閑静な住宅街に囲まれている。
細い街路が駅を中心に張り巡らされ、かつての沢の名
残から南口商店街は道の形状が複雑となっている。街
路は細く、土日は人で溢れており、にぎわいを見せて
いる。商店街の中には、文化としての、本多劇場やラ
イブハウスが点在し、小さな古着屋や飲食店が多くあ
る。特に北口は個人経営の小さな店が多く、南口は最
近ではチェーン店が増えてきている。
多種多様な店があるため老若男女問わず、様々な人が
訪れる街でもある。
２−２再開発計画
現在、下北沢には２つのインフラの大工事が行われて
いる。１つはもうほぼ完成しつつある、小田急線の地
下化。もう１つは 1946 年（昭和 21 年）に都市計画道
路と決定し 2006 年（平成 18 年）にようやく事業認可
のおりた「補助線街路第 54 号線および世田谷区画街
路第 10 号線」である。この計画は小さな店舗の連な
る商店街の真ん中を通る計画であり、現在の下北沢の
様相がなくなってしまう可能性がある。 
道幅の狭さ
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３ 街のイメージとエレメント
街にはそれぞれ持っているアイデンティティがある。
それは、地形や歴史や文化など様々な要素によって感
じ取れるが、人はそれを歩いて体験することで感じて
いる。
京都観光などは良い例で、あの風情のある街並を歩く
ことが、その街イメージを感じる一番の手段であると
考える。その感じ取ったイメージは個人差があるが、
今回は、実際視覚的に感じた、誰とでも共有できる側
面に関して、街のイメージの要素する。それらがどこ
に現れてくるものなのか、都市計画的な面や、よく小
説の題材になる下北沢ならではのその中でのイメージ
をもとに、実際の自分自身の体験と照合しながらアプ
ローチしていった。
それらの中から、街のイメージとなっている「要素」
とその「効果」に関して追求していく。
これらのエレメントは、建築と道の境界に現れる建築
要素が道に対して開かれていることで、シモキタの細
く入り組んだ道を変形させ魅力的なものとしいてい
る。これらの要素を継承していく構成を本計画で行う。
４ 設計概要
今回、下北沢に計画される補助 54 号線沿いに建てら
れる高層ビル群を対象として計画する。
再開発により失われるシモキタらしい街路やそれに付
随する店舗が作り出していたイメージを再構築してい
く。
それにより、大きく分断されてしまった商店街の活気
を連続させ、大幅に地価が上がることが予想されるこ
の場所にいつまでも小さな個人経営の店があるような
計画とする。
５おわりに
本研究により、現在の日本や他の大都市において希薄
となっていしまった、「建築と道の関係」の重要さに
ついて、提示できたのではないだろうか。他の魅力あ
る街においても、まず「建築を道の境界」に関して何
か起きていることに着目してみてほしい。
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